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人
事

・
海
外
出
張

鼻
任

理
学
郡
大
津
臨
湖
実
験
所
教
授

森
主
一
(同
防
教
撹
)理
学
郁
教
授
中

沢
圭
二
(同
助
教
授
)農
学
沼
助
教
授

遠
藤
金
次
(同
助
手
)
医
学
耶
教
授
木

村
継
司
(同
助
教
授
)
医
学
部
助
教
授

丸
木
和
夫
(同
助
手
)
採
用

理
学

部
助
教
授
儘
谷
純
一郎
、
文
学
部
助
教

授
対
馬
患

吉
田
文
武
(工
学
教
授
)
「カ
ル
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
で
の
化
学
工学
に
関す
る
研

究
並
び
に
講綬
を
行
なう
ため
アメ
リ

カ
合
衆
国
へ
」
(訂
・12
・30
～
お
。

7
・
31
)

一

部
は
機
動
隊
突
破

目
行

河
原
町
通
り
の
デ

モ
確
保

大
愕
制
法
制
化
阻
止
を
中
心
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
ず
る
」
・
一統
一
行動
は
全
国
大
学
ゼ
ネ
ス
ト
を
か
か
げ
て
闘
わ
れ
京
都
学
迷
を
中
心
に
菓
大
教
養部
を
初
め

各
地
で
の
ス
ト
を
含
む
全
国
的
規
模
の
高
揚と
な
った
.
こ
の日
、京
都
府
学
運
で
は
立
而
、
両
志
社
、
京
大
(教
養
・理
・経
・教
)
が
ス
ト
で
立
上

り
、
三時
か
ら
ギ
オ
ン
円
山
の
音
楽
堂
で
府
学
運
集
会
(約
二干
人
参
加
)を
闘
い
た
の
ち
、
市
役
所
前
ま
で
の
デ
モ
に
移
った
。
途
中
、
市
電の
軟
道
工

事
を
理
由
に
河
漂
町
通
リ
デ
モ
を
変
更
させ
よ
う
と
す
る
機助
隊
約
四
百
人
と
、
実
際
に
工
亭
の
す
す
め
ら
れ
て
い
な
い河
原
町通
り
に
出
よ
う
と
す
る

学
生
デ
モ
隊
と
が
四
条
小
橋
の
交
差
点
で
激
し
く衝
突
、
学
生
の
一部
(約
五
百
人
)
は
機
動
隊
の
壁
を
突
破
し
て
、四
条
河
原
町
に
出
た
。こ
の時
の
衝
突

で
、京
大
医
学
部
の
学
生
一状
(四
回
生
)
が
顔
に
一カ
月
のケ
ガ
を
し
た
ほ
か
、
こ
の
日
の
デ
モ
で
入
院
五
人
を
含
む
二
十
八
人
の
負
傷
者を
出
し
た
。

ま
た
斌大
で
は
府
掌
連
築
会
に
先
立
ち
+
一時
ご
ろか
ら
時
計
台
前
に
約
干
二
百
人
の
学
生
を
樂
め
て
全
学
集
会
を開
い
た。

大
学
管理
法
反
対
十
一
・
一全
国
ゼ
ネ

ス
ト府
学
速
鍋
会
は
、
午
後
二
昨
三
十

分
か
ら
円
山
音
楽
室
で
京
大
、
立
命
館

大
、同
志
社
大
な
ど
の
各
大
学
学
生
約

三干
五
百
人
が
集
ま
って
行
な
わ
れ
た

議憂
選
出
の
の
ち
基
調
報
告
が
府學
連

轡
記
憂
田
中
君
(阿
大
)
か
ら
あ
り
大

蟹
蔽の
本
質
と
闘
争
の
進
め
方
に
つ
い

て
、大
規
模
な
反
対
闘
争
の
も
と
に
国

会
上
親
まで
に
粉
砕
す
る
こ
と
が
強
調

さ
れ
た
。
つづ
い
て
各大
学
の
報
告
が

あ
り
、
漬
田
府
学遮
萎
厨
畏
の
総
括
が

行
な
われ
た
が
、そ
の中
で
、
デ
モ
コ

1
ス
に
つ
いて
、府
公
安
委
員
会
の
許

可
しな
い四
条
河
原
町
を
通
る
こ
と
が

発
表
され
た
.
最
後
に
大
会
賀
言
、
ス

ロ
;
ガ
ン
の採
択
を
行
な
って
壌
金
を

一終
り
、
デ
モ行
進
に
う
つ
った
。

凸

、〆

デ
モ
コ
f
ス
は
雁
公
繁
委
員
会
の
許

可
し
た
祇
園
ー
四
条
木
屋
町
-
木
屋

町
御
池
-
市
庁
前
と
異
な
って
、
府

学
連
の
申
謂
し
た
祇
園
ー
四
条
河原

町
-
市
庁
削
が
と
ら
れ
、
府
公
安委

員
会
三
ケ
月
ぷ
り
に
機
動
隊
を
出動

さ
せ
る
と
い
う
報
せ
が
入
った
ため

デ
モ
隊
は
緊
張
し
、
静
初
か
ら
かな

り
激
レい
ジ
ノ
ザ
グ
デ
モ
を
展開
し

.
`
・

、〆
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機
動
隊
の
カ
ベ
を
突
破
し
て
四
条
河
原
町
へ
出
る
学
生
デ
モ
隊

、締ゐ
犠

＼

途
中
四
粂木
屋
町
で
、
四条
河
康
町
へ

行
こう
と
す
る
掌
生
と
そ
れ
を
阻
止
し

よ
う
と
す
る
機
動
隊
と
の
問
で
約
二
十

分間
激
し
く
も
み
合
った
が
、
学
生
側

は
、
一部
そ
こ
を
突
破
し
て
四
粂
河
原

町
の
交
叉
点
で
陥
り
込
み
、
そ
の
の

ち
、
木
歴
町
蛸
薬
帥
か
ら
河
鳳
町
通
り

に
出
た後
続
部
隊
と
河
開
町
三
条
で
合

流
し
、
そ
こ
で
冒
憲
の
弾
比に
対
す
る

抗
議
集
会
を
開
き
、
市
庁
へ向
け
て

激
し
いデ
モ
を
く
り
か
え
し
た
.
河
凍

町
御
池
で
も
機
動
隊
と
衝
突
し
、
警
棒

で
な
ぐ
る
な
ど
の
弾
圧
を
受
け
、
合
わ

せ
て
百
二十
二
人
(府
学
連
発
漣
)
の

ケ
ガ
人
を
出
し
た
。
最
後
に
市
庁
削
広

場
で
抗
瞬
築
会
を
開
き
、
午
後
六
時
三

十
分
頃
流
れ
解
散
し
た
。

登
校
者
は

+
丁

鱈金
字

ご
く
少
数

ス
ト
の
当
日
、

教
養
部
に
ピ
ケ

教
撰
部
目
治
委

員
会
で
は
、
三
十
一日
ス
ト
が
決
続
さ

れ
、
任
勝
の
分
担
が
指
示
さ
れ
た
通
り

各
ク
ラ
ス
の代
表
者
が、
正
門
、
環

門
、西
門
に
ピ
ケ
ット
ラ
イ
ン
を
は
り

授
業
を
受
け
る
た
め
に
登
校
し
て
き

た攣
生
の
脱
得
を
行な
った
が
、
量
校

者
は
ご
く
姦

だ
っキ

一方
、
大
問
染
工
な
ど
章
寝
、
会

社
の
労
組
、
市
民
への
槽
竃
活
動
と

し
て
、
ビ
ラ
配
り
、
カ
ン
パ
要
鯖
、

覆
名
運
助
な
ど
を
、
場
、
会
社
の
入

口
や
、
三
条
票
阪
、
四
条
大
冨
な
ど

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
行
な
い
市
民
、
労

働
者
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
.

10

・
30
に
三
百
人

+
月

三
十
日
、
経
済
掌
部
閥
学
会
、
文
学
部

同
学
会
主
催
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
キ
ュ

ー
バ
侵
賂反
対
の
た
め
の
京
大
集
会
が

十
二
時
か
ら
法
経
第
一教
室
で
約
三
百

名
を
集
め
て
開
か
れ
た
.
山
手
治
元
氏

の
附
演
が
行
わ
れ
て
、
決
議
文
が
採
択

さ
れ
た
後
、
一一時
二
十
分
か
ら
デ
モ
に

移
った
。

荒
神
橋
で
、
同
志
社
大
、
立
命
鋸
大

と
合
流
し
、
円
山
公
園
野
外
音
楽
堂

に
行
った
.
そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
の

キ
ュー
バ
武
力
侵
略
反
対
の
た
め
の

京
都
市
艮
共
闘大
会
が
六
時
か
ら
約

三
千
名
を
集
め
て
開
か
れ
た
.
社
会

覚
、
共
産
党
か
ら
あ
い
さ
つ
があ

り
、
決
議文
が
採択
さ
れ
た
後
、
市

役
所ま
で
デ
モを
し
、
八
時
す
ぎ
流

れ
解
敬し
た
.

ぬ りの　 ぬ　のいトぬゆ ドお ぬ い リコリ

京大集会に千三百
一年ぶり時計台前で

帥　●

　お}　

十
一
・
一全
宰
尿大
集
会
は
午
前
十
時

四
十
五
分
か
ら
時
計
台
前
広
場
で
、
約

千
三
百
人
の
学
生
を
集
め
て
行
な
わ
れ

た
.
最
初
に
菓
大
教
猿
耶
、
兵
鯉
県
学

浬
、
新
日
窒
労
組
水
慢
な
ど
が
ら
送
ら

れ
た
傲
職
の
朗
胱
が
あ
り
、
つ
づ
い
て

岡
学
会
膚
記
長
八
木
健
彦
書
(文
二
)

の
蟹
醐
響

が
行
な
わ
れ
、
十
一
・
麟

全
字
ス
ト
の
慧
義
と
今
後
の
闘
箏
の
進

め
力
に
つ
い
て
報
告
が
あ
つ
た
。

つ
づ
い
て
、
教
嬢
那
、
岡
掌
部
、
教
育

学
鄙
な
ど
ス
ト
ラ
イ
キ
決
漉
を
し
た
学

滞
と
、
学
生
寮
か
ら
の
報
告
が
あ
つ
た

彼
、
大
会
冗
ね
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
採
択
を

5

行
な
い、
大
学
臨生
協
縦
会中
央
委
員

会
のメ
ソセ
ー
ジ
が
発
表
さ
れ
て
十
二

時
四
十
五
分
集
会
を
終
った
.
そ
の
の

ち
府
学
逗
集
会
の
行
港
わ
れ
る
円
山
公

園
ま
で
デ
モ
行
進
を
し
た
。

な
お
、
こ
の
集
会
は
、
費
ホ第
九
弩

に
ょ
り
、
大
学
当
局
で
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
今
後
の
な
り
ゆ
き
が
注
目
さ

れ
て
い
る
.

31
日
に
教
養
代
議
員
会

十
一
・
一全
学
ス
ト
に
向
け
て
の
教
養

郎
自
治
会
第
四
期
第
一回
代
議
員
大
会

は
、
十
月
三
十
一日
午
後
三
時
三
十
分

約
五
百
九
十
名
の
代
議
員
が
出
席
し
て

開
か
れ
た
。
閉
会
亘
茜
の
の
ち
す
で
に

ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
議
し
て
い
る
理
学

部
、
経
済
学
部
な
ζ
薯

か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
た
.
つ
づ
い
て
阿

部
教
頚
部
委
員
長
の
懇
潤
報
告
お
よ
び

大
智
法
粉
碑
十
一
。
一ス
ト
ラ
イ
キ
が

提
案
さ
れ
、
酎
論
に
入
った
.
今
期
初

の
ス
ト
ラ
イ
キ
提
築
で
も
あ
り
、
か
な

り
活
発
な
肘
胎
が
展開
さ
れ
た
の
ち
採

択
が
あ
り
、
賛
成
五
百
六
、
反
対
四
十

六
、
保
留
二
十
一、
棄
植
十
五
の
圧
倒

的
多
数
で
可
決
さ
れ
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決

識
し
た
.
こ
の
あ
と
大
会
ス
ロ
L
ガ
ン

の
採
択
、
十
一
・
一ス
ト
の
任
務
分
担

が
あ
り
、
午
後
五
時
三十
分
閉
会
し

た
.
な
お
席
上
、
新
日
本
蟹
素
水
傑
工

場
労
組
ヘ
カン
パを
送
るこ
と
な
ど
が

教
麟
部欝
任
委
員
会
の
方
か
ら
提
案さ

れ
拍
手で
磯
認
さ
れ
た
。
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摩
渠
界
で
は
貿
易
の
臼
由
化
を
控
え
、
体
質

改
畜
の
た
め
の
台
溺
化
が
飛
ん
で
あ
る
。
経
済

学
的
倹
討
は
本
職
の
方
に
お
瓢
い
す
る
と
し
て

累
人
の
疑
問
が
一つ残
る。

そ
れ
は
合
埋
化
に
よ
って
企
菓
の
成
繊
が
上

翫
鍵
醜
魏
撫

肋舗

㎜
何
の
た
め
の
合
理
化
か

離

羅

難

馨

㎜

浅

井

健

次

労
働
省
であ
ろ
う
が
、そ
の
犠
牲
と
得
ら
れ
る

て
、
そ
れ
は
よ
り
高
い
立
場
か
ら
そ
の
方
策
の

成
果と
を
本
当
に
公
乎
な立
礪
で
バラ
ン
ス
に

位
置
づ
け
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に

かけ
て
み
た
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
.
石
炭

時
丸
そ
の
よ
り
高
い
目
的
が
見
失
わ
れ
勝
ち
と

産漿
の合
理
化
の
た
め
に
七
万
人
の
解
雇
が
打

な
る
。
教
育
の
場
で
も
こ
の
よ
う
な
問
題は
出

出
さ
れ
、
家
族
を
含
め
れ
ば
恐
ら
く
三十
万
以

て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
「学
習
の
効
果を
上
げ

上
の
生
活
が
こ
れ
に
よ
って
大
き
な
影
盤
を
蒙

る
に
は
、
能
力
別
の
級
編
成
が
よ
い
。
体
青
の

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
救
済
の
た
め
の
に
キ
メ

場
合
は
簡
単
に
行
い
得
る
事
が
智
育
の
場合
何

細
い
手
が
打
た
れ
る
と
の
事
で
あ
る
が
具
体
的

故
こ
だ
わり
を
態ず
る
の
だ
ろ
う
か
。
過
去の

に
は
ど
の
よ
う
な
手
だ
て
が
用
意
さ
れ
て
い
る

社
会
にお
け
る
智
胃
偏
璽
の
ム
」
ドが
そ
の原

霧
つた
セ
ン
ス
で
は
と
て
も
こ
れ
ら
の
人

の々

澗
足を
得
る
こ
と
は
で
き
な
いで
あ
る
つ.
企

業
が
立ち
直
り
あ
る
い
は
国
際
収
文
が
好
調

で
ある
な
ら
ば
、現
実
に
ど
れ
だ
け
の
人
々
が

生
活に
舌
し
も
う
と
も
、
そ
れ
は
己
む
を
得
な

い
.
一将
功
成
って
万
骨
枯
る
成
の
考
え
が
リ

バイ
バ
ル
ム
L
ド
の
企
業
家
の
頭
を
丈
配
し
て

い
な
け
れ
は
幸
い
で
あ
る
.

合
理
化
と
い
う
乙
と
は
一つ
の
手
段
で
あ
っ

蟹
馨
蕪
鹸
難
扁

繕
響
鰭

鰹

驚

な脚難

麺
お峯
ぬ

韓
蝶

糠
羅
鰻

つ
な
が
って
い
な
い
と
言
い
切
れ
る
だ
ろ
う

か
.

(京
大
理
学
部
助
教
授
・物
理
学
)

m田
・
釧
に

京
大
の
マ
ル
ク
ス

釦
人
参
加

主
文
学
生
同
盟
は

全
学
運
秋
の
第
一派
全
国
闘
争
に
歩
蘭

を
台
わ
せ
十
月
三
十
一目
止
午
か
ら
約

五
十
人
を
結
祭
し
て
、
法
経
第
二
教
室

で
集
会
を
開
き
、
基
調
報
告
の
後
、
若

干
の
討
論
、
社
学
同
、
民
胃
等
の
批
判

が
行
な
わ
れ
た
。
最
後
に
「大
営
法
粉

　

砕
」
「日
輯
会
談
反
対
」
な
ど
七
つ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
確
躍
し
て
三
時
散
会
し

た
.
こ
の
席
上
、
琉
球
大
学
で
反
帝
反

ス
タ
派
が
主
流
を
占
め
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
.

な
お
こ
の
日
、
奈
艮
女
大
、
富
山
大

教
養
、
埼
玉大
で
ス
ト
ラ
イ
キ
、
北

大
九
大
教
獲
、
広
大
、
稟
工
大
な
ど

で
授
叢
放
棄
が
行
な
わ
れ
た
.
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騨日
三

十
冊
も
流
失

経
営
上
に
多
く
の
不
備
か

生
協
雌
箏
会
は
、
二十
九
日
臨
時
理
離

会
を
闘き
、
箭
籍
対
集
狩
別
委
員
会

(
委
員
畏
足
利朱
男
教
譲
耶
助
教
授
)

の
報
告
にも
と
ず
いて
欝
織
椰
の
赤
字

問
題
に
つ
い
て検
討
し
た
紬
果
、
地
下

吉
田
両磁
籍
耶
を
五
日
か
ら
一時
冤
全

閉
鎖
を
お
こ
な
い
徹
底
的
に
調
査
す
る

こ
と
に
な
った
。

雷
籍
鄙
は
、
毎
年
膨
大
な
赤
字
を
だ

月

末

、再
度

全
学
ス
ト

か

今後の闘争

16
日
に
も
授
業
放
棄

十
一月
一日
、
ヂ
干
の
あ
と
同
学
会
新
開
委
員
長
は
大冒

法
反
附
闘
争
に
関
す
る
今
後
の
落
ケ
ジ
ユ
ー
ル
およ
ぴ運

動
の
進
め
方
に
つ
い
て
雛
っ
た
.
これ
によ
ると
、現
在

の

ま
で
に
碓
疋
し
て
い
る
闘
争
日
狸
は
、
十
一月十
六目
半

日
授
菜
放
棄
、
三
十
日
、全
国
ゼ
ネ
ス
トの
一
環と
し
て

教
襖
部
、
全
学
部を
含
め
た
全
学
ス
ト
が予
窟
され
て
い
る
・

今
後
の
運
動
の進
め
方
に
関U
ては
大
管
法
に
対
す
る
十
月
十
六
日
の

し
生
協
運
冨
上
欝
天
の
,ガ
ン
`
と

な
って
い
た
が
、
今
年
七
月
、
狗
別

委
員
会
を
般
置
し
赤
字
原
因
を
調
査

し
て
い
た
。
そ
の
紬
果
、
箆
韻
が
想

像
以
上
に
多
く
、
一日
平
均
急
田
で

二
十
冊
、
地
下
で
十
冊
と
三
十
冊
も

の
本
が
流
失
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
ま
た
九
月
の
雷
籍
部
冥
績
が
十

八
万
由牟
円
の
赤
字
と
な
る
な
ど
、

サ

多
く
の
漁
で
経
営
上
の
不
禰
な
点
が

あ
り
、
こ
れ
以
上
膚
捨
部
を
経
冨
し

て
い
く
こ
と
は
、
生
協
運
営
上
盈
大

な
障
嵜
と
な
る
こ
と
か
ら
今
度
の
決

定
と
な
っ
た
も
の
。

再
開
は
、
い
ま
a
ど
こ
ろ
不
羅
だ
が
、

吉
田
轡
籍
は
、
完
全
に
閉
鎖
す
る
こ
と

に
決
疋
し
、
再
開
後
は
地
下
轡
籍
の
み

と
な
る
予
冠
。
な
お
、
五
旧
以
上
に
予

約
し
た
本
な
ど
に
つ
い
て
は
、
閉
鎖
後

も
業
務
を
続
け
る
こ
と
に
な
って
い
る

足
利
餐
員
長
の
鱈

本
米
は
閉
鎖
し

た
く
な
い
が
こ
の
ま
ま
で
あ
る
と
組
合

員
に
ま
す
ま
す
負
損
を
か
け
る
こ
と
に

な
り
生
協
活
動
自
体
に
も
大
き
な
影
響

を
お
よ
ぼ
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
や
む

を
え
ず
今
度
の
決
簿
と
な
った
。
こ
の

点
を
訣
ひ
理
解
し
て
ほ
し
い
。
閉
鎖

ノ
ド

後
、
徹
唇
的
に
調
査
し
て
い
く
な
か
で

差
損
の
原
因
も
は
っき
り
し
て
く
る
こ

と
だ
ろ
う
。

中
教饗
最
終
答
申
に
対
す
る
反
対
意
見
は
ほ
と
ん
ど
田
つ
く
し
た
と
し

て
、今
後
は
「
いか
に
大
管
法
を
粉
碑
す
る
か
」
の
方
法
を
中
心
に
教

授
、助
教
授
を
含
め
て
各
ク
ラ
ス
で
ク
ラ
ス
討
鍮
を
繰
り
返
し
教
授
会

と
の討
論
の
あ
と
教
授
会
の
態
度
決
冠
を
せ
ま
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。

大
管
法
は
十
二
月
の
通
欝
国
会
に
上
提
さ
れ
る
見
通
し
が
強
い
が
、
上
提

の
時
期
と
見
合
わ
せ
た
う
え
で
十
二
月
上
旬
の
大
学
閉
鎖
、
あ
る
い
は
釆

年
二月
の
猷
験
ボ
イ
コ
ット
を
行
う
こ
と
も
あ
る
見
込
み
で
あ
る
.

生

協

労

組

は

閉

に

反

対

鎖

冊
紬
部
一時
閉
鎖
に
つ
い
て
生
協
労
組

で
は
、
閉
鎖
庚
対
の
態
度
を
決
め
、
五

日
か
ら
具
体
的
に
運
勘
を
進
め
て
い
く

と
に
な
?
生
協
労
組
は
閉
鎖
反
対
の
一

理
由
と
し
て
次
の
燃
を
あ
げ
て
い
る
.

①
京大
生
協
週
動
の
後
滋
と
な
る

②
一時
閉
鎖
と
は
い
え
一た
ん
閉
鎖
す

労
組
も
反
対
声
明

府
庁
職
組
、
京都
地
評
で

菓
用ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を

め
ぐ
って
学
囚
で
満
譲
の
的
に
な
って

い
る
が
、
二
十
七
日
、双都
府
庁
蹴
員
組

合
と
京
都
地
評
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「計
画

内
答
に
政
治
的
性
格
が
濃
く
、
ア
メ
リ

カ
の
政
策
に
加
魍す
る
も
の
で
藁
爾
ア

請
国
の
平
和
を
浸す
恐
れ
が
あ
る
」
と

い
う
反
対
声
明
を
発
衷
し
た
。
ま
た
肘

職
組
で
は
京大
総
畏
と
各
学
部
畏
あ
て

抗
議
文
を
送
る
こ
と
を
も
決
疋
し
た
。

な
お
、
輿
岡
ア研
に
関
し
て
労
働
組
台

が
反
対
の
態度
を
明ち
か
に
し
た
の
は

こ
れ
が
はじ
め
て
で
あ
る
。

華・…
・∴
§
…

皐
な
至
舎
製
鋳
では
な
く
、
断

乎
た
る
法
制
化阻
止を
肇
禁
た
篁

鯛暫
る
我
幽学
生
の慮
嚢

示と
し
て

十
顔
・
一統
一行
動
は
、
京
都
を
中
心

心
展
開
され
、全
国
的
に
ス
ト
ラ
イ
キ

闘苗
を
禽
む
か
な
り
の
高
錫
が
み
ら
れ

た
。
いま
だ
政
治
的
焦
照
に
欝
場
し
て

き
て
い
な
い
大
管
制
に
対
す
る
取
り
組

み
と
し
て
は
一見
き
わ
め
て
皐
急
な
こ

の
立
上
万
に
対
U
て
、
し
かし
、
成
功

的
な
楽
観
や
そ
れ
に
褻
返
さ
れ
た
一摸

主
義
的
な
鍾
万
は
瀞
さ
る
べき
で
な
い

・薗
会
に
法
案
が上
提
さ
れた
後
で
は

取
り
組
み
が
極
め
て困
難
にな
る
こ
と

は
必
至
で
あ
り
、
そ
れ以
前
の
段
階
で

諜
案
を
粉砕
す
る
。
す
な
わ
ち
国
会
上

輝
を阻
止ず
る
ζ
と
こ
そ
わ
れ
わ
れ
の

大
管
制
粉
砕
ま
で
闘
争

の
手
を
ゆ
る
め
る
な

目
標
で
な
け
れ
は
な
ら
な
い
.
と
す
れ

ば
、現
股
粥
の
闘
争
は
先
勢
的
な
も
の

で
あ
る
と
同
時
に
、
も
っと
も
主
要
な

た
た
か
い
な
の
で
あ
る
.
十
一
・
一闘

争
を
終
え
た
今
、
す
で
に
ひき
つづ
き

十
一
・三
〇
全
掌
ス
トを
芯
に
一連
の

行
動
が
提
起
さ
れ
て
いる
が
、わ
れ
わ

れ
は
そ
の
中
で
、
大
学
人余
休
を
反
対

闘
争
に
まき
こ
み
つ
つ
、大
胃
制
粉
砕

ま
で
最
穴
限
の
闘軸
を
つづ
け
て
い
か

な
け
れ
ばな
る
ま
い.

次
期
園
会
前
の
一連
の
闘
か
い
は
我

々
の側
に
見
台
った
も
の
と
し
て
も
鴬

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.
な
ぜ
な
ら
、

不
幸
に
も
国
会
に
上
提
さ
れ
た
場
合
、

蜜
議
の
ヤ
マ場
に
さ
し
か
か
る
二
～
三

月
に
我
女は
期
宋
テ
ス
ト
を
む
か
え
、

闘
争
は
二
露
の
意
陳
で
極
め
て
困
難
と

な
る
。
そ
れ
を
無
り
切
る
た
切
に
は
、

今
か
ら
の
闘
争
の
つ
み
飛
ね
外
にな
く

二
弔
の
意
昧
が
現
段
幣
の
闘鯖
に
背
負

わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
博

・…
8
二
・…
;

十
一
・
一闘
争
は
現
段
鵬
に
お
け
る

い
く
つか
の問
題
を
明
示
し
香
後
の
一

連
の闘
舶
に
いく
つか
の
課
題
を
ひ
き

つ
いだ
.

ま
ず
第
一に
は
、
蹴
都
に
お
け
る
機

動
隊
再
出
勘
と
彼
ら
の
す
さ
ま
じ
い
嶺

力
と
に
現
讐
し
た
冨
憲
に
ょ
る
弾
圧
の

強
化
で
あ
る
.
そ
れ
は
"紳
士
協
定
召

と
い
う
巧
妙
さ
と
偽
隔
の
衣
を
ぬ
ぎ
す

て
正
休
を
珊
露
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
だ

が
、
あ
の
激
し
い
"衝
突
β
は
我
汝
が

過
去
に
か
ち
と
,
て
き
た
河
原
町
通リ

デ
モ
を
確
保
し
つ
づ
け
る
か
腰
歩
す
る

か
と
い
う
,根
利
`
の
問
題な
ので
あ

っ
た
。
そ
れ
自
体
通
簿
性を
問
わ
れ
て

い
る
「公
安
条
洌
」を
タ
テに
、
デ
モ

の
縮
出
制
から
さ
ら
に
,条
件
付
け
6

と
し
だ
い
に拡
大
強
化
適
用
さ
せ
て
く

る
強
引
な
弾
圧
に
対
し
て
は
我
々
も
ま

た
力
の
論
理
を
対
巖
せ
ざ
る
を
え
な
い

で
あ
ろ
う
.

ま
た
わ
れ
わ
れ
は
闘
争
の
中
に
あ
ら

わ
れ
て
そ
れ
を
阻
胃
し
た
大
学
内
部
に

お
け
る
緒
矛
盾
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
糾

弾
す
る
こ
と
を
ζ
の
際
と
く
に
重
要
だ

と
い
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
.
告
示
鱗

九
触
(ス
ト
ラ
イ
キ
お
よ
ぴ
そ
れ
を
目

的
と
す
る
よ
うな
一
切
の
集
会
の
票

止
)
の
存
在は
そ
れら
を
駅徴
し
て
い

る
.
こ
の
前
近
代
的桟
'仔物
は
、す
で

に
安
保
闘翁
な
ど
を逓
じ
て
冤
質
的
に

空文
化
され
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

、今
度
の嚇
台
も
教
養
部
代
議
員
会
と

いう
目治
会
の
磯
向決
議
機
関
の
開
催

を
妨
冨
し
て
き
た
。
ま
た
、
時
計
台
前

策
会
と
いう
き
わ
め
て
当
然
の
も
の
に

非
合
法
と
い
う
レ
ッケ
ル
を
お
し
つ
け

て
き
て
い
る
.

今
後
学
内
処
分
の
問
題
が
表
面
化
し

て
く
る
こ
と
が
当
然
予
想
さ
れ
る
が
、

今
こ
そ
大
学
当
局
が
,大
学
の
自
治
召

に
っ
い
て
の
実
質
的
な
態
度
決
定
を
せ

ま
ら
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

本
米
9大
学
の
自
治
百
が
学
問
研
究
と

そ
の
発
衷
の
自
由
を
守
る
9た
た
か

い
8
で
あ
った
こ
と
を
す
で
にわ
れ
わ

れ
は
匿

し
てき
たと
こ
ろで
あ
る
.

とす
れ
は
、大
学
の
死列
冠
告と
も
い

う
べき
穴
管制
の
法
制
化
を
前
に
し
て

仮
死
の状
態
ー
ス
ト
ラ
イ
キ
か
ら
さ
ら

に
進
ん
で
全
掌
閉
錯
1
に
自
ら
を
陥
し

い
い
れ
る
こ
と
も
必
終
で
あ
り
、
そ
の

態
度
決
定
こ
そ
が
大
学
の
自
治
と
よ
は

れ
る
べき
場
台
が
あ
る
こ
と
を
は
っき

り
把
掘
し
て
お
か
な
け
れ
は
な
る
ま
●

学
内
規
定
に
の
っか
った
姿
勢
か
ら
安

易
に
学
内
処
分
を
決
定
す
る
な
ら
、
そ

れ
は
梱
力
者
の
思
う
つ
ぼ
で
あ
り
岡
時

に
穴
掌
の
良
治を
内側
か
ら
つ
き
く
ず

す
作
用
し
か
も
た
ら
さ
な
い
だ
ろ
う
●

凶

十
一
・
一闘
争
が
、
地
方
学
連
ご
と
の

申
し
合
せ
と
い
う
形
か
ら
で
は
あ
れ
、

全
国
各
地
で
相
呼
応
し
て
立王
っ
た
と

い
う
こ
と
は
、
宏
保
闘
争
以
後
、
分

製
に
分
裂
を
か
さ
ね
て
き
た
学
生
運
動

の
統
一⊥
昊
躍
的な
全
学連
再
建
へ
の

第
一歩
、少
な
く
と
も
一つ
の大
き
な

き
つか
け
を
作
り
出
し
た
とも
い
え
る

の
で
は
な
い
か
.

現
在
、
大
管
制
問
題
の
中
で
、
学
生
遁

勤
の
全
団
的
統
一埜
最も
つ
よ
く
翼
鵡

さ
れ
て
い
る
課
題
で
あ
る
こ
と
は
い
う

を
ま
た
な
い
.
大
蕾
制
粉
砕
の
た
た
か

い
と
撃
生
運
動
の
全
国
的
統
一と
が
た

が
い
に
強
い
相
関
関
係
を
も
つ
て
い
る

こ
と
を
碓
認
し
っ
っ
、
最
大
限
の
闘
争

を
混
求し
て
いく
な
ら
、
そ
の
よ
うな

闘
争
の
展
開
自体
が
全掌
連再
贈
へ
の

道
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろう
。

重
点
、情
昏旦
活
動

へ

11
月
祭
準
備
ほ
ぼ
完
了

十
一月
準傭
委
員
会
は
弘る
二目
嫡
帰

委
総
会
を
開
い
て
企
四
、
情
實
、
会
計

な
ど
最
終
的
な
打
ち
含
わ
せ
を
行
な
い

今
微
の
活
勤
力
面
を
検
肘
し
た
.
そ
の

納
果
、
企
剛
に
関
し
て
は
ほ
ぽ
完
全
な

形
に
な
り
、
会
計
も
器
付
金
集
め
な
ど

主
な
仕
事
も
順
調
に
進
ん
で
、今
後
は

ポ
ス
タ
ー
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
構
簿
活

勤
に
力
を
入
れ
る
こと
にな
った
。

最
終
調整
が
ほ
ぱ成
った
企
鵬
は
、

溺
演
、映
圃
、音
楽
、
展
示
、
演
劇

な
ど
多岐
に
わ
た
うて
計
四
さ
れて

いる
.
講
演
会
で
み
る
と
現
在
闘
題

に
な
って
いる
大
学
智
理
塗
に
関す

る
も
の
が
同
掌
会
、
W
U
S
、
弁
験

邸
など
の
主
催
で
五
命箇
あ
り
かな

り
反
鱈
を
呼
ぷ
も
の
と
思
わ
れ
る
.

ま
た、
例
年
十
一月
祭
初
日
に
行
な

れ
る
嶋
念
講
演
会
は
平
沢
興
総
擾
、

岩
ル
瓜
久
工
学
蔀
教
授
、
桑
原
武
夫

人
文
研
所
畏
を
講
師
に
迎
え
て
二
十

三
日
午
後
一時
か
ら注
経
一番
教
墾

で
行
な
わ
れ
る
こ
と
にな
った
.
こ

の
他
、
二
十
五
日
には
京都
公
安
関

係
被
告団
が
裁判
闘
争
の報
告
盃
を

行
な
う
な
ど
、時
局
に
あ
っ
た政
治

問
題
が多
方面
か
ら
取
り
あ
げ
ら
れ

て
い
る.
ま
た、
例
年
好
辞
の
総
合

医
学
展
は
解
剖
展
、
生
理
展
を
始
め

医
薪
嚢

ど
も
扱
う
.

さ
ら
に
期
聞
外
、
学
外
企
亜
で
は
、
ま

ず
劇
団風
波
が
創
造
座
の
京
都
会
館
進

出
に
刺
激
さ
れ
て
「イ
ル
ク
ー
ツ
ク
物

罷
」
を
隈
都
会
館
第
ニ
ホ
ー
ル
で上
演

す
る
他
、
再
建
成
った
マ
ン
ド
リ
ン
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
二
十
三
日
京
都会
鋸

第
一ホ
ー
ル
で
第
一同
潰奏
会
を
行
な

う
な
ど
意
欲
的
な
新
企醐
で
十
一月祭

に
花を
そえ
る
。
さ
らに
、体
育
会
企

圃
の
体
胃
祭は
十
七
日か
ら
前
夜
祭
の

二十
一日ま
で
ク
ロス
カ
ン
ト
リ
ー
な

ど
七企
響
予
窟し
て
い
る
.

こ
れ
ら
の企
団
郎
門
の
他
、
現
在
準

備
委
が
も
っと
も
力
を
そ
そ
い
で
い

る
柵
宜
部
門
で
は
、
テ
ー
マ
醐
演
会

の
初
日
が
八
日
で
あ
る
た
め
、
情
宜

の
中
心
に
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
戦
を

遅
く
と
も
七
日
ま
で
に
ケ
リ
を
つ
け

て
市
内
外
に
大
々
的
に
キ
ャ
ン
ペ
イ

ン
す
る
予
足
で
あ
る
。
な
お
、
第
三

圃
テ
ー
マ
討
齢
会
は
五
日
に
行な
わ

れ
る
が
、
こ
れ
が
鰻
後
の
ナ
ー
マ
討

論
会
に
な
る
も
よ
う
で
あ
る。

今
年
か
ら
後
夜
祭

土

月
祭
後
夜
祭は
、十
一月
二十
五
日午

後
四
時
三十
分か
ら
行
な
わ
れ
る
。
こ

れは
今
年
始
めて
殴
け
ら
れた
も
の
で

今
後
毎
年
続
け
て
ゆ
く
予
冠で
あ
る
が

前
皮祭
が
陽
気
な
も
の
で
あ
る
の
に対

し
て
、後
夜
祭
は
、静
か
な
零
凶
気
で

十
一月
祭
の
総
拮
的
懲
妹
を
も
た
せ
よ

う
と
いう
も
の
で
あ
る
。
模
擬
病も
数

軒
出
さ
れ
る
予
足
で
あ
る
が
、ソ
フ
ト

ド
リ
ン
ク
が
主
で
あ
る
。
バ
ン
ド
は
京

大
軽
音
楽
郡
の
ほ
か
、
神
14女
学
騎
首

楽
部
、
同
志
柱
大
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど

の
賛
助
出
溺
が
決
犀
レ
て
い
る
。
そ
の

ほ
か
女
美

に
も
呼
び
か
け
て
、
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど
も
企
醐
し
て
い
る
.

一万
勉
ぷ
ま
れ
て
い
た
前
夜
祭
仮
狡
行

列
は
実
施
と
き
ま
った
。

}
る
と
露

が
困
難

一

③
偏
箆
の
原
因
を
つか
ま
ず
に
閉
鎖
す

る
こ
と
は
無
響荏
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、偏
差
は
主
に
店
亮
に
あ

る
こ
と
か
ら
労
組
側
は
万
引
が
主
な

原
因
で
あ
る
と
し
習
視
の
態
勢
を
強

化
し
、
ま
た
四
月
以
降
、
内
部
の
改

駆
や
㍑
備
を
改
爵
し
て
き
た
の
で
そ

の
体
制
が
確
立
し
た
十
月
以
後
の
実

績
を
調
べ
ず
に
閉
鎖
に
ふ
み
き
った

こ
と
は
納
得
で
き
な
い
、
と
い
って

い
る
.

な
お
、
労
組
と
し
て
は
五
目
か
ら
輝
瀕

会
と
団
体
交
渉
な
ど
を
行
な
い
な
が
ら

一刻
も
皐
く
再
開
す
る
よ
う
越
動
を
展

開
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。
瀬
戸
武
史

生
協
労
組
書
肥
長
の
括

儒
差
を
な
く

ず
よ
う
従
菓
員
も
努
力
し
て
き
た
が
、

や
うと
体
制
が
確
立
し
た干
月
の
実
績

結
果
を
見
ず
に
閉
鎖
す
る
こ
と
に
は
納

得
で
き
な
い
.
閉
鎖
を
し
な
く
て
も
原

因
は
坦
求
でき
る
は
ず
であ
る。

顯
アメ
リ
カ
の海
上
武

力
封
鎖
にょ
って
ひ

き
お
こ
さ
れた
キ
ュ

ー
バを
め
ぐる
危
機

は
回
証
され
、全
世

界
を
恐
怖
にお
と
し
いれ
た
一週
聞
は

終
った
。
問
題
は
解
決
さ
れ
た
か
、す

べて
未
解
決
で
あ
る
▼ア
メ
リ
刀の
戦

争
挑
発
的
な
瀬
〔14際
政
策
は
、
こ
の
恐

る
べき
海
賊行
為
は
「共
蔭
主
義
キ
議

ー
バ」
を
憎
懸
す
る
ア
メ
リ
カ
世
論
の

凶
績
化
に
【役
買
った
し
、
各
国
資
本

家
政
府
の
公
然
た
る
あ
る
い
は
陰
然
た

る
文
持
と
激
励
を
受
け
た
。
日
.小政
府

も
例
外
で
な
い
▼
ソ
連
の
冷
静
な
対

処
、
国
連
の
大
き
な
役
割
と
い
う
よ
う

な
解
釈
論
議
が
、
人
力
の
安
堵
の
気
持

に
の
っか
って
行
な
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
お
し
ゃ
べ
り
は
、

ア
メ
リ
カ
帝
国
主
薦
の
キ
ュー
バ
反
単

命
に
対
す
る
断
平
た
る
蟹
志
が
輿
徹

し
、
大
国
聞
の
力
の
政
策
が
貰
徹
し
て

い
る
こ
と
を
兇
失
な
う
も
の
だ
▼
力
の

論
理
の
貫
徹
は
、
今
日
で
は
必
然
的
に

核
戦
争
で
あ
り
、
全
世
界
の
共
滅
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
の
鐵
本
家
た
ち
も
現
在

の
と
こ
ろ
は
世
界
戦
争
は
やり
たく
な

い
の
で
あ
る
がし
かし
、
資
本
主
義
の

矛
虐
が
先
鋭
化し
、
ニ
ッ
チ
も
サ
ッ
チ

も
ゆ
かな
く
な
る
と
き
は
、
資
本
家
と

そ
の
政
府は
世
界
戦
争
も
辞
さ
な
い
危

機
に
追
い
つ
め
ら
れ
る
▼
こ
の
危
機を

止
揚
す
る
と
い
う
世
界
的な
歴
史
的な

使
命
を
も
って
い
る
社
会
王
義
革命
を

担
う
労
鋤
省
階
級は
、
ア
メ
リ
カ
、
西

ド
イ
ツを
中
心
とし
た
E
E
G諸
国
を

み
て
も
「眠れ
る獅
子
」で
あ
る。
▼

し
かし
な
が
ら
、
先
進
資本
穿義
国
に

お
い
ても
核
戦
軸
の
危
機に
対
U
て
、

平
和を
破
壊
ず
る
も
のに
対
し
て
、そ

し
て全
人
類
の
生
命を
生
活
の
問
題
を

大
国
の
お
ど
か
し
合
い
で
決
め
ら
れ
て

は
た
ま
ら
な
いと
いう
と
「ア
メ
リ
カ

の
キ
ュ;
バ干
渉
反
対
」
の
激
し
い
デ

モ
が行
な
わ
れ
た
。
日
.冷
に
お
い
て

は
、
そう
し
た
戦
か
いは
ほ
と
ん
ど
行

な
わ
れ
なか
った
。

東
京
都
新
宿
区
矢
来
町
・
振
替
東
京
八
〇
八
番

美
し

奮い
萎星

人
聞
の
莫
しさ
と
冑
理
が
「空
飛
ぶ
円

盤
」
を
小
説のV甲に
飛
ぱ
す芝

}̀」話

って
見
事に
描
か
れ
た
。こ
れ
は
G
F

と
紹
文
学の
紹
婚
か
ら生
ま
れ
た
現
伎

の
寓
話
であ
り
、
異
彩
を放
一
長
繰
で

あ
る
。
好
評
冊
売
中
・価
四
〇
〇
四

悉久

詑九禾

叢時
砦雨

生
駒
山
鷺の
不島
蒙
は
代々
の
長
女
を

ρお
麗
9と
名
づ
け
る
。何
代
日
か、
'

不
磯
の
子と
し
て
生
まれ
た
お
画
は、

臼
由
を
累め
て
犬
阪
へ出
る
。
は
かな

い
玄
の
一生
を
泥
ど
った
艶
麗
の愛
欲

絵
巻
。

申
旬鰍
売
・価
喜
二〇
四

噛9"・ 脚

(
禾ケ
7卜
・ラ
イ
フ
ラ
りV

 

人

狩
り

大
藪

春
彦
著

一匹
渡
を気
ど
る
水
野雅
之
は
、
一冒

万
円
の前
金
と
拳
銃
を懐
に
、
暴
力
凶

の
巣
窺
への
り
こ
む
1
奪

勒派

の
チ
ャン
ピ
オ
ン
が
、射
撃
の
名
手
を

主
人
公に
慰
の
襲
街
を舞
台
に
描
く畳

綴
傑作
。
野
騨
兜
売
申
.価
二
八
〇
H

Sl
社1

田の 号

蠣
著山

量窩
の
技
術
を
製
品
に、
そ
し
て
製,悶

を
白分
遼
で
劃
生
した
マー
ケ
ッ
ト
へ

ー
頭
脳
で
世
野を
征
覇
し
た
典
型酎

日
本の
ト
ップ
企
簗
躍ソ
ニー
"の
経

営と
そ
の
秘
密
を異
体
的
に
究岡
する

蹄題
の
書
o好
騨
鞘
売
申
●価
二
四
〇
円

歴
史
と
現
実

林

健
太
郎
著

世
界
は
そ
の
社
会油
繊
も
慰
想
も
大き

く変
って
き
て
いる
。
し
か
し
日
本は

ま
だ
、
安
易
な
必熱
論
や
固
定
説倉
が

叉配
し
て
い
な
いだ
ろ
う
か
1
外
芭

二年
、
帰
朝
し
た塀
壱
が
同
う酵
世
の

⑤
。

好
解魔
売
申
●価
三
二〇
円

さ

苫
高へし 、

橋 ・の

賭あ
謬と

二十
世
塁

尚の
文
孕
省
と
いわ
れ
た

ヘ
ッセ
が
㌔
そ
の死
を
前
に自
選
し
た

最
後
の
詩
集
で、
我
が
国
に未
紹
介
の

詫
が
多
畝
収
めら
れ
て
い
る
。私
た
ち

の
心
を
う
つ格
胴
高
い
拶
佃詩
染
で
あ

る
。

好
騨
鱒
売
中
・価
竃0
0
円

肉体

山エの

本亨紋

契潭
健
に
対
す
る
コン
ブ
レ
ッ
クス
ー

モ

こ
に
刻
み
ζま
れ
た
鰯
縦
はへ
調
ぎ
去

った
恋
の思
い
出
な
の
か
?
屍
血
女

マ
イ
ヨ
,ト
と
の
性
夢避
し、
人
間
性

の
解
放
を叫
ぶ
羅
代
フラ
ン
ス
文
孕
の

最
新
俺
好
騨
隠
売
申
・価
四
二
〇
四

醤

秦

め縁
告
ω

(会
二
儲
V

ノ
ー
マ
ン
・メ
イ
ラ
墓

山

西

英

、
一
沢

メ
イ
ラ
ー十
六
才
の
時
から
の
剖
作
活

勘
の
記
鎌で
あ
り
、
そ
の人
閥
形
成
の

欝
な
ま藝

自
じあ
る
。

セ
ック
ス、
マ
ル
ク
ス
、
神を
め
ぐ
っ

て
℃
数
創
囹思
想
を
展開
する
注
目
の

一巻
●
幽5二
日
鱒
売
●価
四五
〇
円

唾

世
界
の
戊
学
の
流
れ
と
現
状
と
を

千
人
の
文
学
者
、
三
千
の
作
品
を
と
り
あ
げ

一
望
の
も
と
に
見
わ
た
す
新
し
い
企
画
-

文
芸
出版
七
十
単
の
伝
統を
膨
る
駈
潮
社が
、
一流
の
執
蝕

賓
を
得て
五
年
の
歳
月
をか
け
た
●
下
ろ
しシ
リ
ー
ズ
1

ー

誰も
説
面白
く
味わ
え
る
世界
の
文学
案
内
で
玄

萄
剛
珂
蹴
・讃畿
布
襲
鰯
λ
砂
漏
・価
各
一二三
〇
円

第
一
回
・
好
評
発
売
中

・ギ

リ

シ
ア

・
ラ

テ

ン
の
文
学

文
掌
は
神
翫
の
世界
か
ら
生
れ
ま
した
。
維
大
な
叙奮
詩
、
葵
し
い
野惰
詩
、
古
典
悲

劇
・爵
劇
、
歴
史
や哲
学
な
ど
、人
間
的
感
動
に
塗れ
る
西
欧
文
学
の源
果
を
探
る
。

、

日
本
文
学
全
警

大
岡
昇
平
集

花
影
・野
火
・俘
虜
記
・鷲
簑
野
衰
人
・
神経
さ
ん
ー

西欧
的
知
性
と
塑
麟な
姦

で
、
戦後
の
H
本

文
学
に独
自
の
作
品
を
残し
て
き
た
大
岡鼻
平
の
名
作
を
一冊
に
収
録
。

亮
売
中
・価
二九
〇
円

世
界
文
茎

集
・
若
蔓

嬰
留
悩
み
写
ウ
スト

籍
情
多感
な
胃
年
が
、遂
げ
ら
れ
ぬ
恋
の菖
脳
の
果
て
に
化を
選
ぶ
古
典
的胃
響
小
説
と
、世
疑

尚
鰻

大
の
詩人
た
る
ゲ
ーテ
の
英
知
と
情
熱
を情
築
し
た
詩
劇の
二
編
を
収
録。
十
二
旦
朔
売
・価
二九
〇
円

井
上
靖
文
庫
⑱
淀

と
の
日

一記

落
薬
炭
焔
の
中
を
母お
而
の方
と
と
もに
描
ち
の
びて
い
く
豪
族
浅
井長
政
の
長
女
茶
1々

信
憂
に

亥
め亡
ぼ
さ
れ
為
波
癖の
生
薩
を
終
える
一人
の
戦国
女
性
を
描
く
憂編
。

鱒
売
申
・価
二
九
〇
円
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2・同
じ
人
聞
で
あ
るは
ず
な
の
に

互
に
相
手
を
け
落
す
こ
と
を
考え

自
分
の
た
め
に
他
人
の
死
を
冨
ぷ

私
達
を
こ
の
よ
う
に
教
育
し
た
の
は

誰
か

し
か
し
こ
れ
が
現
笑
な
の
だ

こ
れが
…
…

し
か
し
私
逢
若
者は
大
き
な
目
を
ひ

象何
が
正
し
い
か
を
見
つめ

現
更
を
自
分
の
頭
で考
え

自
然
を
愛
し
自
由
を
求
める

武
家
屋
敷
を
思
起
させ
る
よ
う
な
古

色
蒼
然
と
し
た
門
を
く
ぐ
り
、
薄
暗
い

校
舎
に
入
った
と
た
ん
に
壁
に
は
ら
れ

た
こ
ん
な
詩
が
目
に
っ
い
た
。

文
部
省
が
、
全
国
の
高
校
三
年
生
を

対
象
と
し
た
学
ヵ
テ
ス
ト
の
実
施
日
を

数
日
後
にひ
か
え
た
指
定
校
鴨
沃
高
校

の
表橘
は
、表
面
的
に
は
予
想
以
上
に

穏
か
で
あ
った
。し
か
し
、
京
都
府
下

では
、
も
っとも
生徒
の
自
主
性
を
強

調し
て
い
る
高校
だ
け
に学
力
テ
ス
ト

に
対
し
て
生
徒
達が
ど
の
よ
う
な
態
展

を
と
る
か
注
目
さ
れて
いた
o

運
動
部
の
更
衣
室み
た
いな
狭
く
る

し
い
自
治
会
室
に
入
って
み
る
と
、四

・五
入
の
男
女
生
徒
が
カ
ッ
テ
ィン
グ

や
ビ
海
晋
き
に
大
わ
らわ
であ
った
。

学
力
テ
ス
ト
闘
争
に
つ
いて
聞
いて
み

る
と
、
「自
治
会
と
し
て
は
、
質
成
か

反
対
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
学
力
テ

ス
ト
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

噛,・・㎜ 一 鵬覇脚一 燃

・
今
さ
ら
安
保
で
も
な
い
.
次
女
新

g
°ー

..

る
.
漢
然
と
し
た
も
の
だ
が
、
Oつ

の
経
験
を
基
に
し
て
立
って
い
て
あ

る
一
っの
琶
葉
が
通
D
合
う
、
と
い

う
ぐ
ら
い
の
意
味
は
持
って
い
る
.

い
わ
は
.仲
間
`
の
陰
語
で
成
り
立

って
い
る
よ
う
な

世界
、と
い
っ
た

ら
怒ら
れ
そ
う
だ

が
、よ
い
意味
で

は
自
分
た
ち
の
文
化
圏み
た
いな
も

の
、
一つ
の
反抗
集
団
(意
外
に
個

女
別
女
で
あ
る
が
)
み
た
い
なも
の

を
持
って
い
た
よ
う
に
思
う
。
文
化

や脳 塑醐綬
し
い
世
代
が
登
場

し
て
、今
度
は
蜜

後
世代
を
経
て
憲

法
世代
へと
移
り

つ
つあ
る
のだ
そ

う
であ
る
.
安
保

に
し
て
も
憲法
に

し
て
も
察
し
の
通

り
政
治
の
次
元
で

の
冨
葉
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
れ
ら
の

一一つの
漢
字
の
後
に
,世
代
4
と
付

小
田
実
は
し
き
り
に
戦
後
世
代
髄

第
三
世
代
論
を
と
な
え
て
そ
れ
を
売

り
物
に
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
戦
後

世
代
を
,空
白
`
と
す
る
老
人
共

に
、
そ
う
で
は
な
い
の
だ
と
少
し
ス

る
の
で
あ
る
.
と
こ
ろ
で
、
安
後
世

代
と
い
う
言
葉
も
碓
か
に
無責
任
で

は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
中に
盗
ら

れ
て
い
る
の
は
も
う少
し
切
冥な
も

の
を
持
って
い
る
よ
うだ
」

安
後
世
代
に
つ
い

マー
ト
な
反
論
は
で
き
て
も
そ
れ
以

上
に
は
出
な
いよ
う
だ
。
エゴ
の
澗

歩を
誇
った
だ
け
で
は
何
に
も
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。大
状況
を
大
き
く
見

昨
年
の
十
一月
祭
の
テ
ー
マ
「仮

眠
の
季
節
に
送
る
僕
達
の
挨
拶
」
は

安
保
世
行
の
若
渋
に
満
ち
た
自
己
表

出
で
あ
った
。
と
こ
ろ
で
今
年
の
テ

は
、原
点
への
回
帰
を
志
回
しょ
う

と
し
て
いる
。
だ
が
、注
窟
して
テ

ー
マ脱
明
を
読
む
と
、
少
し
文
化
原

胎
め
いた
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な

いだ
ろう
か。
も
ち
ろ
ん
政
治
的
次

元
の問
題
が
そ
の

て
ま
隻

化
状
況
に

移
入
さ
れ
る
訳
で

は
な
いし
、文
化

を
政
治
で
断罪
す
る
ほ
ど溺
糟
な
こ

と
は
な
い
。
そ
の
原
則を
踏ま
え
つ

つ
も
、
一欄
の
政
治
参
加
と
思
想と

の
一致
〈
と
ま
で
は
い
か
く
と
も
〉

て
い
る
か
を
考
え
る
時
、
今
年
の
テ

ー
マ
の
中
に
あ
る
も
の
の
中
に
"安

後
世
代
`
め
い
た
も
の
を
見
た
よ
う

に
思
え
て
な
ら
な
い
。

今
、
大
管
法
闘
争
が
私
達
の
前
面

に
あ
る
。
教
養
部
の
ス
ト
ラ
イ
キ
闘

争
の課
程
に
見
ら
れ
た
様
々
な
流
動

状
況
が
何
を
生
み
だ
す
か
?
新
奇
な

も
のを
期
待
す
る
の
は
邪
道
だ
が
、

現
に
十
一月
祭
準
備
会
に
見
ら
れ
る

世
代
転
換
の
よ
う
な
も
の
が
、
さ
ら

に
押し
進め
ら
れ
安
保
を
真
の
意
昧

で
終
嶋
させ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ

自
主
的
に
学
力
テ
ス
ト
ボ
イ
コ
ッ.ト
が

成
功
し
た
原因
を
考一五
」
みょ
う
.

指
足
校
の
発
表
か
ら
約
半
月
閥
、
前

に
の
べ
た
対
策
委
員
会
が
中
心
にな
っ

て
学
力
アス
ト
に
閑
す
る
討
論
が
し
ぱ

し
ば
持
た
れ
て
い
た
。
と
く
に
庄
目
さ

れ
る
の
は
、
自
治
会
の
自
主
企
圃
に
ま

か
さ
れ
て
い
る
学
年
毎
の
ア
ソ
セ
ン
ブ

リ
ー
(正
規
の
授
葉
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
る
)
で
あ
る
。
こ
の
時
間
で
、
自

由
な
討
論
が
行
な
わ
れ
、
学
力
テ
ス
ト

の
も
つ
問
題
点
が
生
徒
聞
に
か
な
り
ゆ

き
渡
った
よ
う
だ
。
し
か
し
、
職
務
命

令
によ
る
禮

の々
圧
迫
が
、
よ
り
以
上

に
生
徒を
刺
激
し
、そ
れ
が
ボ
イ
コ
ッ

ト
の大
き
な
力
と
な
った
こ
と
は
確
か

な
よう
だ。
自
治
会
で
も
直
接

"反

対
4
の方
針
を
だ
さ
ず
、
む
し
ろ
付
随

し
て
起
き
た問
題を
通
し
て
学
力
テ
ス

ト
の
本
質を
訴
え
て
いく
と
いう
方
針

で
あ
っ
た
た
め
表
面
的
に
は
柔軟
な
態

度
で
一股
生
徒
か
ら
バ
ネ上
が
る
こと
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員
会
」
を
設
鼠
し
、
三
年
生
を
中
心

に
、社
研
や
新
聞
局
な
ど
の
サ
ー
ク
ル

を
も
含
めて
組
織
し
具
体
的
な
闘
争
に

取
組
んで
い
た
。
対
策
委
員
会
の
王
な

任
務
は
、客
観
的
立
場
か
ら
学
力
テ
ス

ト
に
つ
いて
検
酎
し
、そ
の間
題
点
を

明
確
にす
る
こ
と
に
あ
るが
、実
際
的

生
じ
る
教
育
上
の
問
題
へ
と
発
展し
て

い
った
。

「学
校
囚
で
自
由
に
意
見
を
発
表す

る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ん
て
こ
と
あ
る

で
し
ょ
う
か
」
二
年
生
の
女
子
生
徒
は

ふ
ん
が
い
し
た
面
持
ち
で
こ
う
い
っ

た
。
鴨
折
高
校
で
は
、
長
年
の
慣
習
で

れ
き
た
が
、
学
内
で
お
い
て
す
ら
目
由

一に
討
論
で
き
な
いし
、
先
生
自
身
考

えを
自
由
に話
す
る
こ
と
も
で
き
な
い

現
実
を
見る
と
教
糾
轡
で
教
え
ら
れ
た

理
想と
笑
際
の
社
会
の有
様
と
が大
き

く
矛
層
し
て
い
る
こと
を
強く
感
じ
ま

す
」
1

「学
力
テ
ス
ト
完
全笑
励
」

の
、
バ
レ
ー
ボ
;
ル
に
興
ず
る
も
の
、

壁
に
も
た
れ
て
本
を
読
む
も
の
、
様
六

で
あ
る
。
先
生
が
二
、
三
人
や
って
き

て
教
整
に
入
る
よ
う
呼
び
か
け
る
が
、

ほ
と
ん
ど
は
知
ら
ぬ
顔
。

こ
う
し
て
、
四
百
四
十
七
人
を
対
象

と
し
た
学
力
アス
ト
は
、
わ
ず
か
九
十

「対
策
委
員
会
」
を
中
心
に

に
は
対
策
委
の
は
た
し
た
役
割
を
高
く

評
価
し
て
も
よ
か
ろ
う
.

と
こ
ろ
で
、
京
都
府
教
育
委
員
会
が

指
定
校
を
正
式
に
発
表
し
た
の
は
十
月

十
日
で
、発
表
と
岡
時
に
学
校
長
お
よ

び教
員
あ
て
「学
力
テ
ス
ト
が
円
滑
に

実
施
され
る
た
め
に
、教
師
が
そ
れ
を

妨
書す
るよ
う
な行
為
を
一切
禁
止
す

る
」
旨
の
教
員
撒
務
命
令
が
だ
さ
れ

た。
こ
の職
務
命
令
に
ょ
って
、学
校

一長は
学
力
テス
ト
に
関
す
る
全
て
の
権

限
を
握
り
、
教
師は
「生
徒
の学
力
テ

ス
ト
を
受け
る
意欲
を失
な
わ
せ
る
よ

う
な
話
勤
」
を
一切
禁
じ
られ
る
こ
と

に
な
った
。
こ
の
職
務
命
令
が
生
徒を

か
え
って
刺
激
し
、
さ
ら
に
学
力
テ
ス

ト
そ
の
も
の
か
ら
職
務
命
令
にょ
って

"職
務
命
令
"
が
与
え
た
波
紋

文部省が10月30日に実施した今年度の高校
学力テストは、高教組の「実力行使を避ける」
方針もあって昨年の中学学力テストに比べる

なら ミ平穏ヒであったζ言えるだろう.し
かし、京都の鴨折高校を始め生徒の自主的な
反対運動が組識され 噸務命令駒で身動きの

とれない教師とは対照的に問題に取組んだζ
とが注目された。(編 集部)

特
定
の
個
人
を中
傷
す
る
目
的以
外
の

掲
示
ビ
ラ
は
無
粂
件
に
生
徒
部で
検
印

を
お
し
掲
示を
許
可
し
て
い
た
。と
こ

ろ
が
、
職
務
命
令
で
「学
力
テ
ス
トに

賛
成
の
ビ
ラ
な
らよ
い
が
、
反
対
の
ビ

ラ
は
一切
認
め
な
い
」
こ
と
に
な
った

一た
め
、
す
こ
し
で
も
"反
対
`
を
主
張

「す
る
も
の
は
、
検
印
が
認
め
ら
れ
ず
掲

一示
し
て
も
校
長
命
令
で
直
ち
に
撤
去
さ

れ
る
よ
う
に
な
った
。
そ
ζ
で
生
徒
側

は
直
接
鯉反
対
∬
を
唱
え
る
こ
と
な
し

侍
,反
対
鐸
の
意
志
を
伝
え
る
た
め
の

苦
肉
の
策
し
て
前
に
あ
げ
た
よ
う
な
詩

を
作
り
だ
し
た
の
で
あ
る
。
「賢
成
な

ら
よ
い
が
反
対
な
ら
だ
め
だ
、
と
い
う

こと
は
生
徒
の
自
主
的
な
判
断
力
を
養

い育
て
て
い
く
と
いう
教
育
の
目
的
に

反す
る
こと
に
な
ら
な
いで
し
ょう

か
」
.(三年
男
子
)と
いう
疑
問
が
生

ず
る
のは
当然
の
こと
と
いえ
よ
う
。

文
部
省
の
指
令
を
無
批判
的
に受
入

れ
、
学
カ
チ
ス
ト
を受
け
る
生
徒側
の

意
志層
徹
底
的
に
無
視
し
た
こ
の
職務

命
令
が
教
胃
の
場
に
お
よ
ぼ
し
た
影響

は
さ
ら
に
大
き
く
な
って
ゆ
く
、
生
徒

の
多
く
が
異
口
同
琶
に
つ
ぎ
の
よ
う
に

訴
え
て
い
る
。
「教
室
で
先
生
に
学
力

テ
ス
ト
の
事
で
質
閻
し
て
も
誰
も
告
え

て
く
れ
ず
み
ん
な
避
け
て
し
ま
う
.
ぼ

く
遼
は
、
こ
れ
ま
で
正
し
い
社
会
の
あ

と
いう
目
先
の
目
的
だ
け
を
考
え
た
近

視
眼
的
視
野
で
の
一片
の
職
務
命
令
が

高
校
ど
いう
教
育
の
場
に
与
え
た
波
紋

は
意外
に
大
き
く
、
そ
し
て
深
刻
な
も

の
であ
った
。

学
力
テ
ス
ト
実
施
日
の
三十
日
に

は
、
学
校
の全
て
の門
は
閉
鎖
さ
れ
、

わ
ず
か
に
正
門
の
通
用
門だ
け
が
開
か

れ
る
の
み
と
い
う
警戒
ぷ
り
。
し
か

も
、
学
外
者
は
一際
校
内
立
入
り
禁止

で
、
生
徒
は
一人
一人
苞
実
験
をす
る

と
い
う
徹
底
さ
で
あ
る
。
正
門
横
には

パ
ト
カ
ー
が
二
、
三
台
配
置
し
、
交
通

整
理
の
警
冨
の
ほ
か
私
服
警
冨
多
数
が

か
け
つ
け
鍾万
一̀

に
そ
な
え
る
ほ

ど
.
し
か
し
、
日
教
組
は
昨
年
と
は
力

針
を
変
え
突
力
阻
止
を
や
め
形
式
的
に

十
数
人
が
中
止
を
要
求
し
て
押
し
か
け

た
が
こ
れ
も
門
の
外
で
た
だ
ぼ
ん
や
り

な
が
め
て
い
る
だ
け
。
か
く
も
厳
重
な

警
戒
体
制
も
完
全
に
肩
す
か
し
を
食
っ

た
感
じ
。

九
時を
過
ぎ
、あ
と
三
十
分
で
テ
ス

トが
始
ま
る
と
いう
時
刻
に
な
って

二
人
が
受
験
し
た
の
み
で
約
八
割が
完

全
ボ
イ
コ
ソ
ト
、
ま
た
白
紙
のま
ま
提

出
し
た
数
も
含
むと
、
ほ
ぼ
九
割ま
で

が
ボ
イ
コ
ソ
ト
し
た
結
果
ζ
な
った
。

当
日
、
生
徒
会
が
具
体
的な
行
動を

な
に
ひ
と
っ
と
ら
な
か
った
に
も
か
か

わ
ら
ず
ζ
の
よ
う
に
ほ
ぼ
完
全
な
形
で

を
極
力
避け
て
いた
。

はじ
めか
ら
ボ
イ
コ
ット
し
た
と
い

う
あ
る
男
生
徒
はピ
ッタ
リ
と
閉
ざ
さ

れ
た
門を
み
つ
めな
が
ら
、学
力
テ
ス

ト
の
こと
はあ
ま
り
知
ら
な
い
が
、
こ

う
ま
でし
て
も
テ
スト
を
し
な
け
れ
は

な
らな
い
こ
と
に
反感
を
持
った
と
い

って
い
る
。
さ
ら
に
、
別
の
生徒
は

「先
生
達
も
個
人
的
に
は
反
対で
あ
っ

て
も
、
そ
の
意
志
を
な
ん
ら
表
肉
に
現

わ
さ
な
い
の
な
ら
、
学
力
テ
ス
ト
に
賛

成
し
て
い
る
こ
と
と
変
り
な
い
で
し
ょ

う
。
現
在
の
杜
会
で
は
慧
志
表
小
す
る

こ
と
の
困
難
な
こ
と
は
わ
か
り
ま
す
が

か
って
齢箭
に
先
生
蓮
が
悪
い
こ
と
と

は
知
って
い
な
が
ら
黙
ρて
一一]い
な
り

に
な
って
い
た
た
め
、
ぼ
く
達
の
先
螢

を
戦
場
に
や
った
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
先
生
選
は
、
ふ
た
た
び
こ
の
あ

や
ま
ち
を
繰
返
す
梗
り
な
の
で
す
か
」

と
教
師
の
態
度
を
鋭
く
批
判
し
て
い

た
.

り
方
に
つ
い
て
勇

先
憲

か
ら
教
を

も
な
℃

董

に
鷺

・て
ダ
ベ
るも

い
っ
ぽう
京教
組
で
は
、
職
務
命
令

は
違
法
で
あ
る
と
いう
態
度
を
と
って

いる
。
っま
り
掌校
教
育
法
で
、
文
部

省
や
教
育
委
員
会は
教員
の
指
導
、
助

言
を
す
る。
と
あ
り
、教
育
行
政
に

"命
令

膏は
許
さ
れな
いと
い
う
見
解

であ
る
。
し
た
が
n.て
今
回の
職
務
命

令
も
法
律上
成
立
しえ
な
いの
に
、そ

れ
を
楯
に
強
行
し
た
賞任
を
今後
超求

し
て
い
く
と
い
う
。
し
かし
、現
冥
に

現
場
教
師
が
取
務
命
令
にが
んじ
が
ら

め
に
縛
ら
れ
、
個
人
の
慧見
も
発
表す

る
こ
と
が
で
き
な
か
った
こ
と
に
つ
い

て
は
、
知
識
と
実
践
と
が
と
もな
って

こ
そ
は
じ
め
て
教
育
者と
い
え
る
の

で
、
今
後
の
運
動
の
な
か
で
こ
の
間
題

を
解
決
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
と
い

う
。

…

訂
正
と

舞

号
の
「レ
オ

}
お
お
び

ン
ハル
ト
講
演
会

か
ら
」
の
記
事
中
、
レ
オ
ン
ハル

ト
氏
の
通
訳
を
さ
れ
た
の
は
九
州

大
学
教
授
高
橋
征
夫
氏
で
し
た
、

以
上
割
正
し
ま
す
。

京
都
大
学
新
聞
社

も
、
生
徒
は
三
五々
女校
庭
や
京
都
御

皿所を
ぶ
ら
ぶら
し
て
い
る
。
先
生
達
が

緊
張し
た
表情
で
忙
し
そ
う
に
動
き
ま

一わ
る
の
と
対
照
的な
光
景
で
あ
った
。

九
時
半
、
開始
の
ベ
ルが
高
女と
鴫

り
η
た
る
が
一向
に
教
努
に
入
る
気配

と
ころ
で
、
今
度
の
学
力
テ
ス
ト
の

本
質
を
教
育
の
統
制
、
圃
一化
を
図
る

も
の
と
見
る
鴨
折
高
校
自
治
会
の
分折

は
正
し
い把
握
で
あ
ろ
う
。
さら
に職

務
命
令
は
教
師
の
創造
的教
育
を
無
視

し
、
教
師を
単
な
る
知
識
の伝
遼
と
す

る
傾
向を
さ
ら
に
進
め
る
も
ので
あ

り
、
教
育
の
自
殺
行為
に
ほ
かな
ら
な

い
こ
と
を
、
教
育
者
の
み
な
ら
ず
み
な

が
考
え
な
お
す
必
要
が
あ
ろ
う。

山
城

高
「学

テ
」闘

争

を

ふ
み

台

に

洛
北
高

ひ
ど
い
補
導
部
の
弾
圧

厚職
務
命
令

百
で
京
教
組系
教員
が

完
全
に
孤
立
し
一方
京
教
組
第
二
組合

系
教
員
の
仲
傷
、
楠
導
部は
ビ
ラ
の
掲

示
に
捺
印
を
拒
否
し
た
り
、
校
長
が
ボ

ス
タ
;
を
破
り
す
て
る
な
ど
の
妨
嵜
の

中
で
、
自
治
会
行
部
、
新
聞
都
、
社
研

部
を
中
心
と
し
た
有
志
約
五
十
人
が
"

白
紙
の
状
態
か
ら
出
発
4
し
て
と
ら
え

　

た
学
アの
本
質
は
要
約
す
る
と
①
三
十

三年
の
学
習
指
導
要
項
改
罰
後
の
教
育

ま
た
動
評
な
ど
に
よ
る
教
育
の
国
家
統

制
の
現
状
の
碓
認
と
今
後
の
方
針
提
起

②
醒人
造
り
政
策
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

囲
一化
さ
れ
た
人
材
の
開
発
で
あ
った

学
刀テ
ス
ト
前
日
、
肩
志
は
本
質
を

展
開
し
た
数
枚
の
ビ
ラ
を
生
徒
に
配
布

し
て
いた
。
三年
の
あ
る
組
の
討
論
を

の
ぞ
いて
み
た
と
こ
ろ
、
担
任
が
翌
日

の
時
間
割
を
記
し
て
い
る
間
さ
わ
が
し

か
った
生徒
も
、脊
志
の
説
明
に
聚
張

し
てき
いて
いる
。
女
生
徒
か
ら
「な

ぜ
反
対
運動
を
起
さ
な
いの
か
」の
質

問
に
拍手
が
起り
、
「わ
れわ
れ
の
目

的は
知
る
こと
にあ
り
、
拒
否
か
否か

は
個
人
に
ま
か
せ
る
」
の
答
に
も
納
得

し
が
た
い
様
子
。

つ
づ
い
て
中
庭
で
補
導
部
の
出
鵬
の

も
と
に
も
た
れ
た
昼
休
み
を
利
用
し
た

集
会
で
も
有
志
は
厚通
達
西
厚本
蟹
翼

灘
.

島

良
ゴ
昌

講傭

 

聞じ
大
学
で
学
ん
で
い
て
も
、殊
に
京
大
の
よ
う
な

ぼ
う
大
な人
口を
抱
え
た
総
合
大
学
と
も
な
れ
ば
、

他
の
人
が
何
を
研
究
し
て
い
る

か
を知
る
の
も
難
か
し
い
.
そ

こで
、こ
の
欄
に
は
現
在
各
女

の
研究
呈
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

若
い
研
究者
の
方
女に
御
登
場

願
って
、紙
面
を
僑
り
て
、
い

ま
研
究
し
て
いる
こ
と
を
聞
単
に
飴
って
も
ら
お
う

と
思
い
ま
す.

裁
る
学
術雑
誌
に高
卒
の
人
に
も

環
解
出
釆
るよ
う
にと
の
ふ
れ
込
み

で
コ固
体
徽
麩
子の
物
性
」
と
い
う

題
で
解
説
を
書
いた
こ
と
が
あ
り
ま

す
.
そ
れ
が
普
埋よ
り
かえ
って
は

る
か
に
む
ず
かし
い
こと
が
わ
か
り

ま
し
た
.
こ
こ
でも
ま
た
岡
じ
困
難

に
会
い
、
私
の
意
図す
る
と
こ
ろ
を

ど
こ
ま
で
お
伝
え
で皆
る
か
心
も
と

な
い
気
が
し
ます
.

私
の
所
眉す
る
金
相学
研
究
室
と

い
う
名
は
大
変
珍
窯

来
にわ

た
って
世
界
で
唯
一の請
座で
し

ょ
う
●
名
前
を
聞
いて
も
大
部
分の

会

何
を
す
る
講
座な
の
だ
ち
う
と

不
思
議
な
顧
そ
し
ま
亥

いち
いち

説
明
す
る
の
が面
倒
だ
か
ち
「手
相

は
手
を
見
て
そ
の人
の性
格
運
命
を

占
う
の
だ
か
う
、
金
相
も
金
属
の
表

ら
の化
合
物
の
物
性
ー
例
え
ば
磁
性

面
を
顕
微
鏡
で
観
察
し
て
そ
の
性質

相変
化
、結
晶
樹
造
、
誘
電
性
ー

金
属

則
性
を
持
つ
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た

。
そ
れ
は
子
が
親
に
似
て
い
る
の
と

同
様
、
親
で
あ
る
カ
ー
バ
イ
ド
の
結

晶
構
造
と
よ
く
似
た
ガ
ス
が
生
じ
る

こ
と
で
す
。
だ
か
ら
逆
に
ガ
ス
の
櫨

類
、
組
成
が
わ
か
れ
は
、
カ
ー
バ
イ

ド
の
紬
晶
栂
這
を
推
測
し
た
り
す
る

こ
と
も
で
き
る
わ
け
で
す
。

Q
o(○
国
)"
の
よ
う
な
水
酸
化

物
を
熱
し
ま
す
と
、
水
が
と
れ
て

Q
QO
の
よ
う
な
酸
化
物
に
な
り
ま

結
晶を
余り
乱
さ
な
いこ
と
を
示
し

て
い
ます
。
親は
子
が独
立し
て
し

ま
え
は
や
せお
と
ろえ
る
け
れ
ど
、

子
が
親
を
い
たわ
って
い
るの
で
以

前
の
親
の
圓
影は
残
って
いる
わ
け

でし
よ
う.
他
にも
いろ
いろ
あ
り

ま
す
が
余
り
並
べる
と
「私
の
研
究

室
の
研
究
」
と
いう
題
に変
更
し
な

け
れ
ぱな
らな
く
な
り
ま
す
か
ら
本

題
に
入
る
こ
と
に
しま
す
。

私
は
主
に
金
属
徽
粒子
(
入体
一

微
粒
子
の
物
性
を
開
拓

簿
を
占
う
学
問
」
と
と
ぼ
け
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
異
は
ζ
れ

は
10
ヰ
程
前
ま
で
の
研
究
の
主
題
で

あ
って
、
現
在
は
金
属
以
外
に
広く

無
機
化
合
物
を
対
象
と
し
て
お
り
、

現
行
流
に
閲
体
化
学
と
で
も
呼
んだ

方
が
わ
か
り
易
い
か
も
知れ
ま
せ
ん

.
酸
化
物
、
炭
化
物
、
金
属
粉
宋を

中
心
と
し
た
無
犠
化
舎
物
の
生
成
反

応
を
主
と
し
て
精
晶
形
態
、
結
晶構

造
の
立
場
か
ら
解
明
し
た
り
、
それ

を
調
べた
り
し
て
いる
わ
け
で
す
.

二
、
三
の面
白そ
う
な
研
究
成
果
を

例
にと
って
脱明
ず
れ
は
少
し
は
理

解
し
て
いた
だ
け
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
.よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
カ

ルシ
ュー
ム
カ
ー
バ
イ
ド
は
水
と
反

応
し
て
、夜
圧
の
明
か
り
に
使
わ
れ

て
いる
ア
セ
チ
レ
ン
を
生
じ
ま
す
.

色

な々
カ
ー
バ
イ
ド
を
作
って
水
と

反応
さ
せ
ま
す
と
、生
成
す
る
ガ
ス

が
逮
って
お
り
、そ
れ
が
一定
の
規

す
。
こ
の
変
化
を
鷺
子
顕
微
鏡
で
観

祭
し
ま
す
と
、
O
◎(C
国
)"
は
非

常
に
き
れ
い
な
六
角
状
の
結
晶
で
す

水
分
が
と
れ
て
0
8

に
な
る
と
し

な
び
た
し
わ
だ
ら
け
の
形
を
し
て
い

ま
す
が
、
元
の
六
角
形
ら
し
い
形
は

残
って
い
ま
す
4
し
か
も
繕
晶
力
位

も
母
塩
の
O
◎(O
国
)"
と
一定
の

関
係
を
保
って
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

水
が
脱
け
出
す
時
に
み
か
け
に
よ
ら

ず
お
と
な
し
く
出
て
い
って
残
った

O
ー
幽3言
以
下
の
粒
子
)の
物
性

特
に
柑
笈
化
を
研
究
し
て
いま
す
微　

粒
子
の
物
性
と
い
う
のは
非稲
に
粒

子
が
小
さ
く
な
る
と
、
普
通
の大
き

さ
の
物
質
と
は
異
った
性
質を
一小す

よ
う
に
な
り
、
特
に
微
粒
子
にな
っ

た
た
め
に
現わ
れ
る
性
蜜を
指
しま

す
.
こ
こ
で
は
親
(
大き
い
)
と
子

(微
粒
子
)
は
大
体
性
質
は
似
て
い

る
が
、
小
さ
い
た
め
に
非
常
に
異
っ

た
所
が
あ
り
、
そ
れ
を
調
べ
た
り
、

何
故
小
さ
いだ
け
で
性
質
が
異
る
の

か
と
いう
こ
と
を
調
へる
こ
と
で
す

相
変
化
と
い
う
の
は
、
一つ
の
物
質

の
中
で
或
る
結
晶
形
か
ら
他
の
結
晶

形
に
変
化
す
る
現
象
を
い
い
ま
す
。

そ
の
変
化
の
仕
方
の
中
で
原
子
が
将

棋
倒
し
の
よ
う
に
腕
け
さ
ま
に
移
動

し
て
一挙
に
変
化
を
完
成
し
て
し
ま

う
場
台
が
あ
り
ま
す
.
こ
れ
を
マ
ル

テ
ンサ
イ
ト
変
態
と
呼
ぴ
ま
す
が
、

代
表
的
な
例
に
周o
l
閣一
合
金
が

　

坂

東

尚

周

氏

　

°

京
大
理
学
部
化
学
教
室

.

金
椙
学
研
究
霊
助
手

あ
り
ま
す
。
こ
の台
金
を
液
体
空
気

に
贋け
ま
す
と
爆
発
琶
を
発
し
て
結

晶が
変
化
し
ま
す
。
国o
l
蜜
の

微
粒チ
を作
って
液
体
空
気
に
漬
け

て
も全
く
変
態
し
な
か
った
り
、
又

非
常
に
ゆ
っく
り
変
化
し
た
り
し
て

子
は
親と
雌
った
挙
動
を
し
ま
す
.

こ
れ
ら
の
こと
から
敬
粒
子
の
中

の
格
子
欠
陥
の
状態
を
推
測
し
た
り

他
の
性
質
を
閻接
的
に
調
べた
り
で

き
る
わ
け
で
す
。
ス
ペ
ー
スが
少
く

な
って
来
ま
し
た
が
、
肉
oー
ヨ

の
中
に

国
o諸
博o。
規
則
格
子
と

呼
は
れ
る
状
態
があ
り
ま
す
。
こ
れ

は
東大
の
茅
先
生
が
発見
さ
れ
磁性

と
関
連
し
て
非
常
に有
名な
研究
で

す
.
と
こ
ろ
が
句①゚。翼鴎
規
則
格子

も
同
じ
よ
う
に
存在
し
ても
よ
かり

そ
う
で
、
そ
こ
に
目を
つけ
て
多く

の
研
究
者
が
実
験
し
て
み
た
の
で
す

が
、
正
体
が
は
っき
り
し
ま
せ
ん
で

した
.
こ
れ
は
腎o
蜜

台
金
の
中

の
原
子
は
非
常
に
移
動
し
難
く
、
な

か
な
か
反
応
が
進
ま
な
い
た
め
で
ず

そ
こ
で
微
粒
子
を
作
って
調
べ
て
み

ま
す
と
確
か
に
存
在
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
微
粒
チ

の
狛
性
を
逆
に
利
用
し
た
場
合
で
す

敏
粒
子
の
物
性
の
分
野
は
今
始
ま

った
は
か
り
と
い
って
も
過
自
で
は

な
く
、
現
在
着
実
に
実
験
が
積
み
重

ね
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
.

経
躍

昭
和
二
十
七
年
京
大
理
学
部

入
学
、
岡
三
十
一年
化
学
科
卒
、
岡

年
大
学
院
修
士
課
程
入
学
、
両
三
十

三年
修
了

◇

◇

　
を
説
明
す
る
の
に
継始
し
た。
放
課後

行
な
わ
れ
公
聴
会
に
は
、
七
十
人
近く

集
った
が
校
長
は
出
席
せ
ず
補
蘇
部
の

教
師
四
人
を
囲
こ
ん
で
、
真
剣
な
質
問

が
出
さ
れ
た
「教
育
の
国
家
統
制
は
よ

い
こ
と
な
の
か
」
「学
プが
教
育
基
本

法
に
準
じ
る
も
の
か
」
等
々
。

あ
る
生
徒
は
「先
生
が
、
問
題
を
お

そ
れ
、
答
を
あ
い
ま
い
に
し
た
と
い
う

こ
と
こ
そ
教
育
の
国
家
統
制
の
現
災
で

あ
る
こ
と
を
私
達
は
よ
り
多
く
の
生
徒

とと
も
に
認
識
し
、そ
の
上
て
行
動
を

起し
た
い。
今回
の
学
テ
を
私
遣
は
行

動
へ
の
ふみ
台と
し
た
い」
と
詣
って

い
た
.

翌
三
十
日
、
校門
は
府教
委
、校
長

の
厚告
σ
と
と
も
に
「部外
誉
」は
完

全
に
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
、
バ
トカ
;
と
数

人
の
刑
事
が
校
外
か
ら
児
守
る中
で
、

生
徒
の
静
か
な
抵
抗
は
つ
づけ
ら
れ
て

い
た
.・

合

一

齢

を
聞
く
と
①学
校
側
の
非
民
生
的
行
動

と
比
力
の
も
と
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に

対
し
て
反
対
②
文
都
省
の
目
的
に
「教

趨
醐
墾
鰯
縣
巽

さ
れ
て
いな
い。
我
丸が
見
た
と
こ
ろ

地
域差
、
学校
魁
.全
日
制
と
定
時
制

と
の
差は
ま
す
ま
す
開
い
て
い
る
、
な

ど
で
あ
る
。

さ
て
、
テ
ス
ト
が始
ま
る
七
時
半
少

し
前
、
中
庭
で
生
徒
集会
が
許
可
さ
れ

な
い
ま
ま
開
か
れ
、
一、
二
、
三年
生

も
加
わ
って
「学
力
テ
ス
ト
反対
」を

決
議
し
た
。
こ
の
時
、
京
定
連
(
京都

定
時
制
連
絡
協
議
会
)
の
ひ
とり
が
学

外
へ
連
れ
出
さ
れ
た
と
い
う
の
で
集
会

は
抗
議
デ
モ
を
組
ん
で
正
門
前
に
結集

す
る
o
不
法
集
会
解
散
を
叫
ぷ
禰
導
部

や
校
内
警
備
に
駆
り
出
さ
れ
た
全
日
制

一の
教
師
が
取
り
囲
む
中
で
、
テ
ス
ト
を

ボ
イ
コ
ソト
し
た
生
徒
達
や
生
徒
会
執

行
部
、
京
定
連
も
ま
b
え
、
四
百
人
以

上
が
集
ま
り
「学
テ
反
対
」
「定
時
制

の差
別
教
育
撤
廃
」
の
シ
ュプ
レ
ヒ
コ

ー
ルを
、最
後
に
主
事
に
団
体
交
渉
を

申し
入れ
る
こと
にし
て
、
職
員
室
前

に
ほ
ぽ
全
員
が集
ま
った
。
そ
こ
で
総

洛
北
商
校
(定
時
制
)
が
学
ブ指
足

校
に
さ
れ
て
以
来
、
各
ク
、フ
ブ
内
に
学

テ
に
っ
い
て
、
研
究
↓
反
対
の
気
運
が

強
ま
り
、
生
徒
会
も
貞
剣
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
った
。
従
来
、
洛
北
で
は

「学
ブ反
対
」
を
も
含
む
各
ク
ラ
ブ
の

ビ
ラ
尋
は
、
許
可
を
得
て
貼
る
こ
と
が

で
き
た
の
だ
が
、
抱
疋
校
と
な
って
か

ら
は
、
そ
れ
が
破
ら
れ
た
り
、
補
導
部

が
凶
人
的
に
説
得
し
て
ま
わ
る
よ
う
に

な
った
.
ま
た
主
事
に
よ
る
学
プ悦
明

が
放
迷
で
数
回
行
な
わ
れ
、
ホ
ー
ム
ル

ー
ム
で
も
ク
ラ
ス
担
任
に
よ
る
説
明
が

行
な
わ
れ
た
が
、
生
徒
の
質
問
に
は
一

切
ノ
ー
コメ
ン
ト
、
四
年
生
説
明
会
で

組
合
の
意
見
を
聞
こ
う
と
し
た
が
こ
れ

も
補
郵
部
に
阻
止
さ
れ
る
脅
様
で
あ
っ

た.
「先
生
にも
生
徒
に
も
、反
対
意

見だ
って
警わ
せ
て
ほし
か
っ
た」
と

四
年
生
の
女生
徒
は
許
え
る
.

生
徒
会
の
役員
に
学
テ反
対
の理
由

括
を
行
な
い
、
京
教
組な
ど
の激
励
文

が
読
みあ
げ
ら
れ
た
・

主
事
が
有
志
60
人
と
よ
う
や
く
面
会

に
応
じ
た
の
が
九
時
少
し
前
。
「今
日

の
厳
粛
で
あ
る
べ
き
学
テ
に
不
参
加
者

が
出
た
の
は
誠
に
残
念
だ
った
」
と
述

べて
会
見
は
始
め
ら
れ
た
が
、
交
渉
の

進
行
と
共
に
主
事
の
こ
と
は
あ
い
ま
い

さ
が
生
徒
側
の
遺
求
の
熊
窟
と
な
った

形
.
結
局
今
後
校
長
と
の
会
見
を
行
う

こ
と
で
解
散
し
た
。

洛
北
局校
で
も
先
生
と
生
徒
が
問
題

点
を
話
し
あ
う
場
が
「職
務
命
令
」
や

田
中
校
長
。宮
井
主
事
・禰
導
・第
二

組
合
員
に
よ
って
妨
げ
ら
れ
て
い
る
の

が
実
情
で
、
これ
は
生
徒
側
の
つき
あ

げ如
何
で
は
良
い方
向
に
向
か
う
見
通

し
は
あ
る
。
一方
生徒
側
に
於
て
も
学

テ
の
本
質を
追
求し
た
討
論
が
不
十
分

な
こ
と
は
、
今
後
の
斗
争が
持続
し
得

え
ず
に
終
る
心
配
を
抱
かせ
た
これ
に

つ
い
て
は
京
定
連
の
他
の
学
校と
の研

究
・討
論
に
期
待
が
か
け
られ
よ
う
。

尚
当
日
受
験
者
は
百
二
十
四
人
中
二

十
二
人
、
数
十
人
が
試
験
開
始
と
共
に

教
室
か
ら
抜
け
出
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
全
般
に
生
徒
遡
は

真
剣
で
あ
り
、
明
日
の
職
場
の
こ
と
が

気
に
な
り
つ
つ
も
十
一時
前
ま
で
主
事

と
萸

口っ
た
意
気
込
み
は
心
強
か
っ

た
。

(
荻

・
岡

・
長
)

撚辮㎜賜吻脇 物撚%㎜ 脇 粥

合 宿 ・宿 泊 ・コンパ

追 コン ・宴 会に
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鵬
ま
す
ま
す
拡
が
る
活
躍
舞
台
を
与

え
て
ほ
し
い
3
。…

セ
ン
イ
か
ら
最
新
機
械
製
品
ま
で
、

広
範
囲
に
わ
之
る
資
材
・
製
品
を
扱

い
、
総
合
商
社
と
し
て
発
展
を
続
け

る
江
商
で
ず
o
賀
易
の
自
由
化
と
と

も
に
、
活
躍
の
場
は
拡
が
る
一
方
で

ず
。

口
海
外
に
足
ど
り
を
伸
ば
し
把
い
・・.

海
外
雄
飛
の
チ
ヤ
ン
ス
ー
そ
れ
は
、

商
社
マ
ン
な
ら
で
は
、の
魅
力
で
す
。

現
在
、
五
十
余
カ
所
の
海
外
ブ
ラ
γ

チ
、
一
五
〇
名
余
の
派
遺
社
員
㌔
二

八
〇
名
程
の
現
殖
雇
員
を
擁
し
、
さ

ら
に
拡
充
強
化
計
画
を
慧
々
実
行
し

つ
つ
あ
る
江
商
は
、
あ
な
だ
の
乙
期

待
に
そ
え
る
会
社
で
す
。

ロ
実
力
が
百
%
覇
揮
で
き
る
仕
事
を

近
代
商
社
業
務
は
、
文
字
ど
お
り
、

入
の
笑
力
が
モ
ノ
を
言
う
仕
事
で

す
。
大
組
織
の
歯
車
の
ひ
と
つ
と
し

て
個
人
が
そ
の
個
性
を
う
ば
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
な
把
の
、
熱
意
と
努
力
が
そ
の
ま

ま
実
る
職
場
で
す
。

創
立

大
正
六
年
・資
本
金
二
〇
億
円

@
江
商
簸

宗

杜
弐
駁
糟
軍
餌
●
"

一
の
一

束
窟
交
社
申
突
区
日
本
糧
大
伝
罵
町
冒あ
=

曳

目
盛
盒
■
・纏
鉾
・挿
戸
・掘
縄
.札
嶋

呂
昌覇
ヨ
巳
ク
・ハン
ブ
ル
グ
・ロ
ン
ド

ン
。
シ蒙

ー
ル
・そ
羅
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